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太陽の子保育園平成25年11月

風が冷たく感じられるようになってきました。木々の葉も赤や貴に
色づいて、耳をすませば、冬の足音が聞こえてくるようです。
かぜをひいている人も増えています。こまめにうがいや手洗いを

し、かぜのウイルスを近づけないようにしましょうね。
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？？でを告でない？？？で警
かぜをひいたとき、市厳の渠や、議候

で処方された薬を飲むことがあります。

これらの薬は、せきや鼻水、くしゃみ、

発熱などの症状をやわらげるためのもの

で、かぜの原因であるウイルスをやっつ

けるものではありません（抗インフルエ

ンザウイルス薬を除く）。つまり、かぜ

薬でかぜを治すことはできないのです。

かぜを早く治したいなら、薬を飲むよ

りも、早めに休養をとることです。体を

休めることで、ウイルスと戦う力を助け

ることができますc 折三袋i..&f

かぜ薬の役割付ちんと知つ慌）

て、じようずに利用しましょう。←v

ぐう鍋議~ d (ft)議F
饗欝噂克いじよ号ぶ？

－
－
－
－
 

nmv
嵐

寓

同

u

血
伊
、
九
占
』

町
出
川
駅

臥

閉

山

山

劇

身

を

手

V
姿

全

ん

州

側

糊

掛

W
掛
か

ケ

前

副

ポ

ぼ

司

よ

頭

訓

私
九
－

A

ト
ト

池

山

川

櫛

引

仙

川

協

羽
詰
北
陸

A
M

餓
附

く
，
J

寵

指

示

力

む

結
滞

寒

的

駒

山

の

上

‘、、、，
r
’f

．，

a司

n
v
p仏
v
t
h
v
h
w
d札

f
n
v

L
V
了
組
乱
忠
一
段
が

冬

ま

査

で

可

和

持

品

川

瀬

べ

検

夕

涼

螺

め

い

川

A
V
直

組

力

一

勧

は

す

よ

℃

什

険

ん

視

。

デ

、

。

方

す

わ

棋
倒
お
が
－
b
M

お
で
す
お
お
川

1
Y
4
i
い

初

U
確
の
で
配
を
〈

o

d
u視
ら
さ
ま
正
い
安
心
診
い
れ

n
v
pムド
1
h
v
h
y
t
p
n
v

厚生労働省と目本歯科医師会i彦、『生霊

を通じた歯の健原づくりjを実施するため、

8020運動を進めていま昔、8020運動と隊、

80揖まで自分の歯を20本麗し、健康忽食

生活tJ＇できるようにというもので志

ー鹿虫歯に怒り緯いτしまった歯l彦、二
度と生えτきません．自分＠歯を指すため

にも、食後＠歯車告を忘れすに、S聴器と健
康に読をつ11て生活しましょう．

がをしたり、体の鮪Ii:掘が出てきま志

思いきり慨跡して骨や鮪を鍛えたり、

ようにしましょうー

sうちの方といっしょに、リ
ラックスしたよい姿勢を心が

！？てみましよう。


